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こ
れ
が
、
10
月
１
日
か
ら

同
３
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ

る
「
宗
像
大
社
秋
季
大
祭
」

に
向
け
て
の
助
走
と
な
り
ま

す
。ち
な
み
に
オ
ガ
チ
と
は
、

沖
ノ
島
に
10
万
羽
以
上
生
息

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
市
の

鳥
「
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
」

の
こ
と
で
す
。

　
９
月
24
日
（
土
）
に
は
、

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
市
民
参

加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
む
な

か
た
三
女
神
記
」
を
公
演
し

ま
す
（
①
午
前
11
時
②
午
後

３
時
）。
子
ど
も
た
ち
が
演

じ
る
素
晴
ら
し
い
舞
台
を
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
36
）
１
３
７
２

学びの里

第33回

毎
年
９
月
は

オ
ガ
チ
マ
ン
ス

　「
宗
像
・
沖
ノ
島
世
界
遺

産
市
民
の
会
」
が
発
足
し
て

も
う
す
ぐ
１
年
。
こ
れ
か
ら

の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

て
、
市
民
の
目
線
で
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
大
き
く
２
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。１
つ
目
は「
保

存
管
理
ワ
ー
キ
ン
グ
」で
す
。

世
界
遺
産
を
目
指
す
ま
ち
と

し
て
、
宗
像
の
歴
史
や
自
然

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

を
議
論
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
は
、
個
々
の
資

産
だ
け
が
守
ら
れ
て
い
れ
ば

い
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
資
産
の
周
辺
も
景
観
な

ど
に
配
慮
し
た
歴
史
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
資
産
周
辺
に
住
ん
で
い

る
人
々
に
も
協
力
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
宗
像
の
よ
り
良

い
環
境
を
保
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
無
秩
序
な
乱
開
発

を
防
止
し
、
本
来
持
っ
て
い

る
宗
像
の
良
さ
を
引
き
出

し
、
誇
り
の
持
て
る
住
環

境
と
な
る
よ
う
に
議
論
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
２
つ
目
は
「
啓
発
・
イ

ベ
ン
ト
・
観
光
ワ
ー
キ
ン

グ
」
で
す
。
暫
定
リ
ス
ト

に
記
載
さ
れ
た
「
宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」

の
価
値
や
そ
の
内
容
は
、

ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い

よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
市
民 

の
み
な
さ
ん
に
世
界
遺
産
登

録
活
動
を
理
解
し
て
応
援
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
９

月
を
「
む
な
か
た
世
界
遺
産

月
間
（
オ
ガ
チ
マ
ン
ス
）」

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

第6回

新
撰
組
と
宗
像
？

　
新
撰
組
と
い
え
ば
、
美
男

の
天
才
剣
士
・
沖
田
総
司
、

鬼
の
副
長
・
土
方
歳
三
、
人

望
厚
き
局
長
・
近
藤
勇
ら
個

性
豊
か
な
剣
士
た
ち
が
、
徳

川
の
世
を
守
る
た
め
尊
王
倒

幕
の
志
士
た
ち
と
激
闘
を
繰

り
広
げ
、
太
く
短
く
生
き
抜

く
姿
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、子
母
沢
寛（
し

も
ざ
わ
か
ん
）・
司
馬
遼
太

郎
の
著
作
や
映
画
、
ド
ラ
マ

な
ど
で
つ
く
ら
れ
た
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
の
で
す
が
、
歴
史

的
事
実
を
た
ど
っ
て
も
、
彼

ら
の
生
き
ざ
ま
に
は
魅
力
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
新
撰
組

の
隊
士
の
一
人
に
宗
像
市
鐘

崎
出
身
者
が
い
た
と
い
う
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事

実
を
紹
介
し
ま
す
。

入
隊
の
き
っ
か
け

　
立
川
主
税
は
天
保
６
（
１

８
３
５
）
年
、
鐘
崎
浦
の
町

人
・
喜
六
の
子
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
立
川
主
税
と
い

う
名
は
町
人
ら
し
く
な
く
、

本
名
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
静
か
な
漁
村

で
あ
る
鐘
崎
に
生
ま
れ
た
若

者
が
、
な
ぜ
改
名
し
、
上
京

し
て
新
撰
組
へ
入
隊
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
直
接
的
に
知
る
史
料
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
鐘
崎

村
の
若
者
は
、
福
岡
藩
の
長

崎
警
備
に
水
夫
役
（
か
こ
や

く
）
と
し
て
徴
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
お
そ
ら
く
、
立
川
も
長

崎
警
備
を
経
験
し
、
武
士
の

下
働
き
を
す
る
な
か
で
見
聞

を
深
め
、
入
隊
の
意
志
を
強

く
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

立
川
主
税
の
戦
歴

　
新
撰
組
に
は
、
大
政
奉
還

が
行
わ
れ
た
慶
応
３
（
１
８

６
７
）
年
ご
ろ
に

江
戸
で
入
隊
し
た

よ
う
で
す
。
慶
応

４
年
１
月
に
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い（
京
都
市
）

の
後
、
甲
陽
鎮
撫
隊
（
こ
う

よ
う
ち
ん
ぶ
た
い
）
と
し
て

甲
州
の
勝
沼
（
山
梨
県
）
で

戦
い
ま
す
が
敗
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
下
総
の
流

山
（
千
葉
県
）
で
は
新
政
府

軍
に
包
囲
さ
れ
、
こ
こ
で
隊

長
の
近
藤
勇
は
投
降
し
、
後

に
斬
首
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
後
も
他
の
隊
士

と
会
津
（
福
島
県
）
へ
落
ち
、

次
第
に
新
政
府
軍
に
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
明
治
元
（
１
８
６
８
）
年

10
月
に
は
、
仙
台
（
宮
城

県
）
か
ら
蝦
夷
（
え
ぞ
・
北

海
道
）
へ
と
渡
海
し
、
函
館

で
は
土
方
歳
三
の
附
属
（
付

き
人
）
と
な
っ
て
函
館
戦
争

を
戦
い
、
明
治
２
年
５
月
11

日
の
土
方
の
最
後
の
時
に
も

居
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
敗
戦
濃
厚
な
中
、
立
川

は
仲
間
か
ら
土

方
の
死
を
日
野

（
東
京
都
）
の

実
家
に
知
ら
せ

よ
と
命
じ
ら

れ
、
函
館
を
脱

出
し
よ
う
と
し

ま
す
が
、
あ
え

な
く
新
政
府
軍

に
捕
え
ら
れ
て

し
ま
い
、
秋
田
藩
や
東
京
で

の
謹
慎
処
分
を
受
け
る
な

ど
、
使
命
を
ま
っ
と
う
で
き

な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

仏
門
に
入
る

　
よ
う
や
く
立
川
が
日
野
の

土
方
家
と
佐
藤
家
を
訪
れ
た

の
は
明
治
５
（
１
８
７
２
）

年
の
こ
と
で
し
た
。
自
ら
書

き
記
し
た
「
立
川
主
税
戦
争

日
記
」
を
携
え
、
土
方
の
親

族
に
最
後
の
様
子
を
語
っ
た

よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
立
川
は
元
僧
侶

で
新
撰
組
隊
士
だ
っ
た
斎
藤

一
諾
斎
（
い
ち
だ
く
さ
い
）

に
会
い
、
そ
こ
で
彼
と
ど
の

よ
う
な
語
ら
い
が
あ
っ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
仏

門
に
入
る
こ
と
を
決
意
し
ま

す
。

　
明
治
18
（
１
８
８
５
）
年

に
は
山
梨
県
の
地
蔵
院
住
職

と
な
り
、
土
方
歳
三
ら
亡
く

な
っ
た
新
撰
組
隊
士
の
冥
福

を
祈
り
な
が
ら
、明
治
36（
１

９
０
３
）
年
１
月
22
日
、
68

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

　
立
川
は
幕
末
と
い
う
時
代

の
節
目
に
生
ま
れ
、
人
生
の

前
半
は
、
強
い
意
志
を
持
っ

て
新
撰
組
に
入
隊
。
戦
い
と

敗
走
に
明
け
暮
れ
、
後
半
は

戦
死
し
た
隊
士
を
弔
い
仏
に

仕
え
る
と
い
う
２
つ
の
対
極

的
な
人
生
を
生
き
た
と
い
え

ま
す
。

　
こ
の
生
き
ざ
ま
は
、
竹
山

道
雄
著
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」

で
、
水
島
上
等
兵
が
第
２
次

大
戦
末
期
に
ビ
ル
マ
戦
線
で

亡
く
な
っ
て
い
っ
た
戦
友
の

英
霊
を
弔
う
た
め
、
帰
国
の

思
い
を
捨
て
て
現
地
で
僧
侶

と
な
る
姿
を
思
い
起
こ
さ
せ

ま
す
。

　
立
川
も
ふ
る
さ
と
鐘
崎
に

対
す
る
望
郷
の
念
は
持
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の

気
持
ち
は
出
家
を
決
意
し
た

時
、
心
深
く
沈
め
た
よ
う
に

思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
は
、
水
島
上
等
兵
の
青

い
イ
ン
コ
が
帰
国
す
る
水
島

の
仲
間
た
ち
へ
叫
ぶ
言
葉

に
、
立
川
の
心
中
を
写
し
見

て
お
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　「
ア
ア
、
ヤ
ッ
パ
リ
ジ
ブ

ン
ハ
、
カ
エ
ル
ワ
ケ
ニ
ハ
イ

カ
ナ
イ
」

（
文
化
財
職
員
・
白
木
英
敏
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
室

☎
（
36
）
１
５
４
０

立川が住職を務めた地蔵院
（山梨県笛吹市）

宗
像
出
身
の
新
撰
組
隊
士

 

立た

ち

か

わ川 

主ち

か

ら税

　金海市で７月11日、東部老人総合
福祉館に続いて「奇跡の図書館」が
完成するなど、公共施設の完成が続
いています。２つの施設は１年半余
りの工事期間を経て、その華麗な外
観を現しました。
　「奇跡の図書館」は金海、長有面
（チャンユミョン）柳下（ユラ）新都
市遺跡展示館の近くに位置し、延べ
面積1,458㎡、地下１階、地上２階

の３棟の建物です。開館に向けて準備を進め、今年10月に開館の予定です。
　東部老人総合福祉館は三芳洞（サムバンドン）に建設された地下１階、地
上３階、延べ面積4,795㎡の建物です。今後、この施設には在宅老人支援セ
ンターや理学療法室、トレーニング室、デイケア施設、趣味活動のための講
義室、パソコン教室、小さな図書館、休憩所などが設けられることになって
います。
　また、福祉館内には660㎡の都市型保健所も併設し、金海東部地域の保健
事業をはじめ、包括的な健康サービスを提供していく予定です。

（金海市広報紙2011年７月21日発行から）
＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パラ
ムむなかた」が翻訳しています

■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

新たな公共施設
相次いで完成

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている韓
国・金海（キメ）市の広報紙を紹介しています。

完成した「奇跡の図書館」（茶色の建物）

10
月
１
日
の「
み
あ
れ
祭
」か
ら

秋
季
大
祭
が
始
ま
り
ま
す


